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分 野 分 類 科目数 うち必修科目17および基礎科目（選択必修科目）8
国際科学・国際政策 7 世界社会の構造と機能I 国際関係論
情報科学・科学技術 7 情報と技術の科学 統計学 科学技術と社会 人材育成論
・経 済学・ 経 済政策 16 臨 済。理論と政策 国際経済学 公共経済学 競争政策論
社 会 基 盤 整 備 16 社会基盤整備論 国土計画
環境保全・資源利用 16 地球環境論 環境管理適正技術論 エネルギー資源・環境管理 水資源管理
国際環境計画入門
都市政策・生活政策 H
産 業 振 興 13
地域科学・地域政策 10 地域科学概論 アジア地域社会論 地域計画 国際地域論
応 用 実 践 科 目 4 演習1 演習II 演習Ill 卒業論文
八 計 100
（注）2 以上の分野に分類できる科目は最も適当と思われる1 つの分野に入れた。
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日本語は1 年次4 単位、2、3年次にそれぞれ2 単位づつの合計8 単位が必修とされている。また、4








一 般 学生 に対 す る外 国語 教育 に工 夫
国際化、グローバリゼーションの進行する世界の中で地域づくりを担当するためには、まず国際
用語として普及度の高い英語の使用に習熟することが不可欠である。このため、英語は1 年次4 単










科 目の テ ーマ特 殊性 が高 い こ と
専攻領域の選択科目を中心に、テーマ特殊性の高い科目の多いことが第五の特色である。例えば、
公共投資計画、国際技術移転、地域防災計画、国際農業開発協力論、国際リビング事情、第3 セク














演習H 、演習ni（各2 単位）として1 年次から始める一方、4 年次には卒業論文（4 単位）を履修す
ることとしている。
リカ レ ン ト教育 に適 し た 大学 院 設置 の将 来 構 想
国際地域学部の4 年間の教育内容は、地域づくりについての①見方、考え方、②基礎知識、③基
本的な方法論に重点が置かれるので、それに卒業後の経験が加わることによって初めて実用の域に
達すると考えられる。国際地域学部の教育はかなりの程度実践的ではあるが、一定期間実際の地域
づくり業務に従事することが専門家になるためには不可欠である。
また、そうした経験を経た後であれば、大学院の修士課程ないしは博士課程の教育は水準の高い
地域づくり専門家の養成にとって有効なものとなろう。さらに、十分な実際経験の裏付けをもって
博士後研究を行うことは、水準の高い専門家をつくるとともに、国際地域学を発展させるうえで効
果的になるものと考えられる。したがって、地域づくり従事者が実際の業務との間を往復したり、
あるいは職場と双方に在籍する形で、大学院と研究所を設けることが有望である。前者の場合には、
リカレント教育の典型的なものとなろう。どのような形態であれ、実務との濃密な連携がこの分野
の人材養成と学術振興に欠かせない。
